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ていた時でしたら、工期はどうなるのだろうかと心配していたと思いますが、既に試験導
入している現場からは好評とのことで、この流れは拡大していくかもしれません。気候変
動は、人間の様々な活動が起因していると言われていますが、人類の英知を結集して何と
か抑える努力をしていく必要があるように思います。 

 
また、今年の関西では、何と言っ

ても先日閉幕した「大阪万博」が話
題の中心ではないでしょうか（阪神
のリーグ優勝という説も！？）。テー
マは「いのち輝く未来社会のデザイ
ン」ということで、いのちと科学技
術の関わりを、様々なパビリオンで
体験できるようです。ただ、開幕前
に掲げた「並ばない万博」の実現は
看板倒れになってしまい、終盤では
「入れない万博」になってしまったようです。ＤＸの進展をもってしても、今の技術では
限界なのでしょうか。 

建設業界にとっても、ＤＸ化は喫緊の課題ではないでしょうか。少子化に伴う人材不足
と高齢化、低い労働生産性、インフラの急激な老朽化への対応など、課題は山積していま
す。埼玉県八潮市で発生した下水道管の破損を起因とする痛ましい道路陥没事故は、私達
に警鐘を鳴らしているような気がします。今後、益々人や財源の確保が厳しくなり、高度
経済成長期に整備した大量のインフラ施設が寿命を迎えるなか、効率よくインフラの維持
管理・更新を行うにはＤＸ化は欠かせません。安全で安心できるインフラは当たり前でな
くてはならず、インフラに係る様々な課題について、みなさんと一緒に考えていきたいと
思っています。 

ちなみに、’７０年の大阪万博のテーマは「人類の進歩と調和」でした。この５５年間、
人類は本当に進歩したのでしょうか。本当に、調和のとれた社会になっているでしょう
か。今、問われているような気がします。我々技術者は、技術の進歩だけではなく、自然
環境や社会環境との関わりの中で、どのような貢献がバランスよくできるのか、考え続け
なければならないと思っています。 
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⽴命館⼤学理⼯学部は⽴命館⼤学技術⼠会とのさらなる連携を期待しています 

⾥深 好⽂ 
⽴命館⼤学理⼯学部⻑  
環境都市⼯学科 教授  

  
このたびは、「⽴命館⼤学技術⼠会会報」に寄稿の機会をいただき、誠にありがとうござ

います。⽇頃より、本学理⼯学部の教育・研究活動に深いご理解と温かいご⽀援ならびに多
⼤なご協⼒を賜っておりますことに、学部⻑として⼼より御礼申し上げます。 
 ご存知のとおり、近年の科学技術の発展は著しく、我々技術者が向き合う課題はますます
⾼度化・複雑化しております。加えて、持続可能な社会の実現やカーボンニュートラルへの
対応、AI や IoT の進展など、新たな領域での技術的挑戦も加わり、技術者に求められる知
識や技能、そして倫理観も、今まで以上に⾼い⽔準が要求されています。 
 こうした社会的要請に応えるべく、本学理⼯学部では、⼈間重視の理念のもと理学と⼯学
の融合による独⾃の研究教育を⾏い、創造性と実⾏⼒を兼ね備えた⾼度専⾨職業⼈の育成
に取り組んでまいりました。その⼀環として、JABEE （⽇本技術者教育認定機構）による認
定プログラムを積極的に導⼊し、国際的にも通⽤する技術者の育成に⼒を注いでいます。
JABEE プログラム以外の分野におきましても、実務経験を有する教員や現役の技術者によ
る実践的な教育へのニーズはますます⾼まっています。 
 こうした中で、本学出⾝の技術⼠の⽅々によって設⽴された「⽴命館⼤学技術⼠会」が、
技術者としての資質向上を⽬的に、技術情報の共有や技術⼠資格取得への⽀援、さらには会
員同⼠のネットワークづくりなど、さまざまな活動を展開されていることは、⼤変意義深く、
⼼強く感じております。 
 とりわけ、現役の技術⼠による受験指導や経験談の共有は、若⼿技術者や学⽣にとって⼤
きな励みとなり、技術⼠を⽬指す動機づけにもつながります。これは、理⼯学部が進める「学
びの継続性」の観点からも重要であり、在学⽣・卒業⽣・実務家が⼀体となって「学びを深
化させる場」として、技術⼠会が機能している点は⾼く評価されるものと考えます。 
 また、⼤学と技術⼠会が連携することで、教育内容の⼀層の実践化や産業界との橋渡しも
期待されます。技術⼠の皆様が持つ豊富な実務経験や現場知⾒を、本学の教育や研究に還元
していただく機会が今後さらに増えることを願っております。 
 いうまでもなく、技術⼠資格の重要性は今後⼀層⾼まりますので、⽴命館⼤学技術⼠会が
果たす役割もますます拡⼤していくものと予測しております。本学としても、皆様との連携
をさらに深め、より実践的で社会に貢献する技術者の育成に努めてまいります。 
 結びに、⽴命館⼤学技術⼠会のますますのご発展と、会員の皆様のご健勝、ご活躍を⼼よ
りお祈り申し上げます。 
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IPD（Initial Professional Development・初期専門能力開発）について 

吉田順一郎 

1980 年 理工学部土木工学科卒 

技術士 総合監理・建設部門 

※ 青色文字部をクリックするとリンク先が表示されます． 

１． はじめに 

表題の IPD については，聞きなれない方が多いと思います．私も、本年の大学技術士連合

会総会に出席して、初めて IPD 開始の件を聞いて興味を持ち，調べてみました．十分に整備

されていない事項が多く，投稿の話題としては時期尚早の感もあります．しかしながら，技

術者としての実力をつけた後に，技術士試験のスキルを身に着ける，という従来の手法に対

し，技術者スタート時から技術士を目指して業務の中で必要資質の獲得度をチェックして行

くというシステムは，非常に合理的で本来の有り方と感じており，現時点の状況を私なりに

つかんで，早くお知らせしたいと考えた次第です． 

文科省・IPD 懇談会・報告の「技術士制度における IPD に関する懇談会の議論のまとめ

（令和 6 年 9 月 30 日）」の中で，IPD を令和７年度から小さくスタートさせつつ，順次拡大

させ社会実装を図る，との方針が出されました．IPD の導入については 10 年前から文科省で

技術士制度の改正課題と共に審議されていたのですが，審議の進捗も遅く，システム整備も

完了しないままに，スモールスタートという形で今年度中に開始となったようです．  

以下に，IPD の定義や，導入の経緯，具体的な運用，IPD に期待すること等を述べて行き

ます． 

２．IPD とは 

初期専門能力開発（Initial Professional Development，以下，IPDと略す）は，高等教育機

関修了時に修得しておくべき能力（Graduate Attributes，以下，GAと略す）を身につけた技

術者が，専門職技術者として備えるべき資質能力（Professional Competencies以下，PCと略

す）を獲得するための自律的な活動のことです（図－１参照）． 

また，IPD システムとして，専門職技術者を目指す初期の技術者や高等教育機関を修了し

た技術者が実施する IPD 活動に対し，所属組織に加え，日本技術士会，高等教育機関，学協

会，産業界の関係団体等による教育プログラムの提供と支援，さらにこれらの機関の構成員

により社会全体で支援する仕組みの構築を目指しています． 

 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/gijyutu/040/mext_01903.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/gijyutu/040/mext_01903.html


 

図－１ 日本における技術者教育のモデル 

（IPD に関する研究と提案・日本技術士会登録グループ IPD 研究会より） 

３．経緯と背景 

（1）文科省での審議経緯 

文科省・技術士分科会から平成 28 年 12 月 22 日に公表された「今後の技術士制度の在り方

について」において，技術者のキャリア形成過程の【ステージ２】に IPD が挙げられ，技

術士分科会・制度検討特別委員会で議論を継続し，第 9 期(平成 29～30 年度)に技術士制度改

⾰に向けた 6 つの論点の一つとして整理，同第 10～12 期（平成 31～令和 6 年度）にかけて

審議し，IPD システムの定義や導入基本事項の取りまとめ，IPD方策⽴案のためのコミュニテ

ィの構築や社会的理解を深める活動を実施して来ました．更に令和 5 年からは，IPD 懇談会

を設置，IPD に対する社会的理解促進と修習の仕組みに関する方策⽴案を進めています． 

 

（2）公益社団法人日本技術士会での活動経緯 

当初は，日本技術士会登録グループ・IPD研究会において，国内外で行われているIPDを調

査し，IPDの定義および範囲，IPDにおける資質・能力と達成目標を「IPD（Initial 

Professional Development:初期専門能力開発）に関する研究と提案（平成年29年12月）」と

して発表しました．その後，平成30年から研修委員会の中にIPDワーキンググループを創設

し，文科省・IPD懇談会に参画すると共に，IPD研究会の提案を基礎として，ガイドブック類

の整備を進めました． 

 

https://www.mext.go.jp/content/20200720-mxt_kiban01-000008862_15.pdf
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu7/
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu7/sonota/1381612.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu7/sonota/1381612.htm
https://www.mext.go.jp/content/1421870-009.pdf
https://www.mext.go.jp/content/1421870-009.pdf
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu7/index.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu7/index.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/gijyutu/040/index.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/gijyutu/040/index.html
https://www.mext.go.jp/content/20200720-mxt_kiban01-000008862_15.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200720-mxt_kiban01-000008862_15.pdf
https://www.engineer.or.jp/c_cmt/kensyuu/topics/008/008143.html


（3）IPD が必要とされる背景 

「今後の技術士制度の在り方について（文科省・技術士分科会 平成 28 年 12 月 22 日）」

で示された，以下の基本的な考え方が有ります． 

① 社会・経済の構造が日々変化する大変⾰時代において，科学技術イノベーション推進の

必要性が増大．変化に対応した高い専門性と倫理観を有する技術者の育成・確保のため，

技術士制度の活用の促進が必要． 

② 技術者のキャリア形成過程で，専門的学識と実務経験を有し，複合的な問題を解決でき

る技術者になるため，技術士資格の取得を通じた資質向上が重要． 

③ 海外で活躍する技術者（グローバルエンジニア）の増加によって，国際エンジニアリン

グ連合（ＩＥＡ）の枠組みを踏まえ，技術士資格の国際的通用性の確保が非常に重要． 

更に，技術士の合格年齢が，英国は28歳，米国のプロフェッショナルエンジニアの合格年

齢は24-28歳，オーストラリアのチャータードプロフェッショナルエンジニアの合格平均年齢

は30歳程度であるのに対し，日本では43歳と他国に比べて高く，若手技術者や修習技術者が

技術士として求められる資質能力を早期に修得し，技術士として活躍できる仕組みの充実・強

化が必要．若い優秀な技術士が増えて我が国の科学技術が向上すると共に，高度な専門知識と

応用的な問題解決能力を有している者が活躍することで所属組織等に利益がもたらされ，国民

経済の発展が期待できるとされています． 

 

４．スモールスタートとガイドブック類の整備 

（1）スモールスタート 

冒頭に示した，文科省・I P D懇談会・報告「技術士制度におけるIPDに関する懇談会の議

論のまとめ（令和6年9月30日）」の中で，令和７年度からIPDシステムを「スモールスター

ト」し，順次拡大させ社会実装を図るとしました．この基盤として，日本技術士会が，技術士

のCPD活動実績の管理，CPD行事の提供，CPD登録証明書の発行などを行っており，日本技

術士会の既存のCPD制度を活用することで，効率的かつ実践的に若手技術者の初期専門能力

開発を支援し，技術士育成の強化を目指すものとしました． 

 

（2）ガイドブック類の整備 

日本技術士会は，スモールスタートに合わせ，研修委員会IPDワーキンググループ（第四

期）の活動成果として，令和7年6月，以下のガイドブック類を公表しました． 

 ① IPD活動ガイドブック(案) Ver.1.1 

② IPD 活動支援ガイドブック(案) Ver.1.1 

③ IPD 活動実践手順書(案) Ver.1.0 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu7/sonota/1381612.htm
https://www.mext.go.jp/content/20241115-mxt_kiban02-000038842_14.pdf
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/gijyutu/040/mext_01903.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/gijyutu/040/mext_01903.html
https://www.engineer.or.jp/c_cmt/kensyuu/topics/011/011043.html
https://www.engineer.or.jp/c_cmt/kensyuu/topics/011/attached/attach_11043_1.pdf
https://www.engineer.or.jp/c_cmt/kensyuu/topics/011/attached/attach_11043_2.pdf
https://www.engineer.or.jp/c_cmt/kensyuu/topics/011/attached/attach_11043_3.pdf


④ IPD 活動 Q＆A 集(案) Ver.1.0 

⑤ IPD 仮想事例 1 ～若手技術者のケーススタディ～ Ver.1.0 

⑥ IPD 仮想事例 2 ～中堅技術者のケーススタディ～ Ver.1.0 

⑦ IPD 活動用語集(案) Ver.1.0 

 

５．IPD 活動の概要 

（1）必要とされる PC（IPD 活動ガイドブック(案) Ver.1.1 から一部抜粋） 

獲得すべき PC は，3 区分に分類した 15 要素と国際エンジニアリング連合（International 

Engineering Alliance，以下，IEA と 略す）の要求とも整合させ国際的な同等性を担保し，文

部科学省・技術士分科会の「技術士に求められる資質能力（コンピテンシー）」を包含してい

ます．「IEA の PC」「IPDWG が提示する PC の 15 要素」「文部科学省の コンピテンシ

ー」を比較して図－２に示します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ IEA や IPDWG の PC と文部科学省の技術士コンピテンシー 

（2）IPD 活動者 

「技術士制度における IPD に関する懇談会の議論のまとめ」では，当面「技術士を目指す技

術者（＝修習技術者）」を対象とする，とされています（図－3 参照）．

https://www.engineer.or.jp/c_cmt/kensyuu/topics/011/attached/attach_11043_4.pdf
https://www.engineer.or.jp/c_cmt/kensyuu/topics/011/attached/attach_11043_5.pdf
https://www.engineer.or.jp/c_cmt/kensyuu/topics/011/attached/attach_11043_6.pdf
https://www.engineer.or.jp/c_cmt/kensyuu/topics/011/attached/attach_11043_7.pdf


 

図－3 IPD 活動者（ 「技術士制度における IPD に関する懇談会の議論のまとめ」より） 

 

（3）IPD 活動のサイクルと活動記録例（IPD 活動ガイドブック(案) Ver.1.1 から一部抜粋） 

IPD活動は，前項のOJTやOFF-JTを通じ，RPDCサイクル：IPD実行計画のレビュー

（Review：R）→新たな計画（Plan：P）→IPD活動（Do：D）→評価・省察（Check：C）

を繰り返しながら，PCを獲得し高める活動です．IPD活動を始めるに当たっては，以下の手

順で進めます．  

① 過去の実績から現時点での自己のPCの要素を評価・省察し(C)，不足PCを把握(R)  

② 不足するPCの要素を向上させるためのIPD実行計画を作成(P)  

③ IPDを実行し，IPD活動内容・成果を記録(D)  

④ 活動結果と成果からPCの獲得状況について再評価し省察(C)  

⑤ 実行計画をレビュー(R)  

⑥ レビューを元に新たに実行計画書を作成(P) 

 

上記手順に従ったIPD活動を記録する方法の一例として，次ページの表－１に「活動シート

（建設系事例）」を，添付します． 

 

６．IPDに期待すること 

一般に企業においては，独自の教育システムを有し，自社業務に必要なスキルを，段階毎に

修習する仕組みを有しており，業務に必要な資格取得のための支援も行っています．特に，技

術士2次試験希望者には，試験に関する情報提供や想定問題の提供，模擬試験，論文添削，模

擬面接など，受験申込から筆記試験，口頭試験まで，関連分野の技術士が支援する仕組みを

有する企業も有ります．ここでは，先に業務に必要なスキルを教え，実力が付いたら技術士

受験に向かい，支援者は受験のスキルを提供する．受験時点で自己のPCを確認・整理する手

順です． 

https://www.mext.go.jp/content/20240925-mxt_kiban02-000038217_01.pdf


表－1 活動シート（建設系事例） 

2024 年度(1/1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水準 1：知識･スキル等が不十分な段階であり複合的な問題への取り組みについて努力を要する。 

水準 2：知識･スキル等を身につけ複合的な問題について指導を受けながら業務が遂行できる。 

水準 3：知識･スキル等を身につけ複合的な問題について自ら取り組み解決できる。

活動の実践（Do）

水
準
１

水
準
２

水
準
３

月/日 計画内容 実践内容 月/日 評価・省察内容
水
準
１

水
準
２

水
準
３

業

務

〇〇道路の

設計（幹線

●級●号

線） ○

4／3 ・契約書（仕様書）

に即した図面や計算

書の作成をOJT・Off-

JTにて習得する。

・数量計算書、設計内容

の作図について、社内照

査技術者からの確認を受

けながら作成した。

12/22 ・納品前の設計照査で一

部修正が必要になり、時

間対応で工期に間に合わ

せた。

・縦横断測量データから

道路線形を計画する技術

が身についた。

○

専門技術知

識の理解と

応用

○

・交通量・地質・測

量データから道路設

計を行う。

・社内で保管している日

本道路協会の道路構造

令、防護柵設置基準、道

路舗装要綱、〇〇県道路

工事設計基準等を参考に

しながら計算書・図面を

作成した。

・設計照査時点で埋設管

と道路排水構造物との干

渉を指摘され、納品前に

手直しができた。特殊な

部分は断面を考慮するこ

とで施工に入った時の施

工リスクを低減できると

いうことを覚えた。

○

解決策のデ

ザインと立

案

○

・業務の準備から成

果品納入までの工程

や必要な協議などを

漏れなく想定する。

・発注者へ提出する〇〇

道路の設計に関する発注

計画書を作成した。

・必要経費や業務工程に

ついては、上司と相談し

ながらバーチャートに反

映して作成した。

・発注者から占用企業者

の事前調査漏れを指摘さ

れ、実施計画書を手直し

した。
○

リーダー

シップ

○

・主担当として発注

者との設計協議、占

用企業者の管路埋設

位置協議を実施計画

に合わせて調整す

る。

・占用企業者それぞれの

事情について、上司のサ

ポートで確認できた。

・占用企業者の立場や置

かれた状況について知る

ことができた。

・次回からは上記に関す

るリスクを重視して業務

を進めていきたい。

○

コミュニ

ケーション

と協働

○

・発注者、測量会

社、地質調査会社、

協力会社の各担当や

上司と良好で確実な

協議・相談により業

務を進める。

・発注者とはメールに図

面を添付し、電話でも確

認連絡を行って良好に業

務を進めることができ

た。

・調整図面は議事録にし

て1週間以内に発注者の

確認を受けた。

・占用企業者の〇〇の埋

設位置がなかなか決まら

ず、想定外に時間を要し

た。

・占用企業者がスムーズ

に位置を提案できるよう

に、調整会議の方法と位

置決めしやすい作図を工

夫したい。

○

○

・協議先が追加に

なったため、説明資

料を作成する。

・景観審議会に提出する

説明資料が追加となり、

パースに表現する内容を

まとめて外注した。

・無事に審議会に報告す

ることができた。
○

活動成果の評価・省察（Check）
活動後の
レビュー
（Review）

課題

活動前の
レビュー
（Review）

活動計画の立案（Plan）

強

化

し

た

い

PC

の

要

素



これに対して，IPD システムでは，スタート時点から技術士取得を目標として，業務の中

で獲得すべき PC を定め，業務後に修習をチェックして行く．業務の前後で自己の PC を確

認・整理し，常に自分の位置を確認しながらステップアップする手順になります． 

現時点で，社内の育成システムに IPD を取り入れ，これを公表している企業としては，

(株)建設技術研究所の事例が有ります．若手技術者の成長スピードを上げること，国際的に通

用する資質を有する技術者を育てることを目標に，4 年間の試行を経て，2023 年から本格採

用しています．他の企業においても，自社で独自に保有している教育メニューやシステムを，

文科省の IPD と整合させることで，同様な目標の早期達成が可能になると考えられます． 

一方，最近の技術士制度の改⾰は，仕組みを作っても活用が不十分な事例が多いので，心配

な面があります．例えば，総合監理部門のアンケートでは，取得者の半数が業務上活かせてい

ない，また多数が価値を見出せない・活用機会がないと回答しています．CPDについても技

術士法第47条の2で継続研鑽が義務付けられているので，自己研鑽は当たり前なのですが，

年間50CPDを5年間継続してCPD認定を得たとしても，農林水産省のコンサル業務の技術提

案書評価において加算点が認められた事例が有るぐらいで，ほとんどメリットがありませ

ん． 

IPDはスモールスタートの段階で，今年度内には修習技術者の登録を開始するようですが，

例えば，規定CP数を取得していれば，技術士2次試験で加算点を付与するなどのインセンティ

ブの設定を期待します．これによって，参加者が増え，企業における取り込みにもつながると

考えます． 

また，ここではIPDを支援する部分についてはほとんど記載しませんでしたが，支援ガイド

ブック(案) Ver.1.1を参照すると，活動者と２人３脚的な部分もあり，支援者自身の能力向上

も要求され，結果的には技術者としてのレベルアップにつながるのですが，負担が大きく，

支援の仕組み作りや，支援者へのCPDの付与などが必要です． 

 

7．おわりに 

自社の事例ですが，今年入社した新入社員の方から，教育システムの充実した会社だから安

心して入社できた．そして，将来は技術士として活躍したいという声を多く聞きました．その

技術士試験は，修習技術者として蓄積したPCの検証と考えられます．IPDを活用して，最初

から技術士取得を目標に，業務中でのPC取得の確認を怠らず，自己の15要素のフォルダにタ

グ付けして入れて行けば，試験時に容易に引き出せます．また新入社員が信頼した社内教育シ

ステムをIPDと整合させ，支援する体制に移行することが急務と考えます． 

⽴命館大学技術士会においても，現状は技術士受験対策講習希望者に対し，経験やスキル

を持つ人が，試験に通るための指導を提供しています．近年は，大学で技術士制度に関する講

義を行う機会があり，その中で，技術者を目指す学生に明確な指針を与え，若手修習技術者

https://www.ctie.co.jp/news/sustainability/2022/20220704_878.html
https://www.ctie.co.jp/news/uploads/2022/07/bbe6f4013cc79ef0c95e491c2458a7dceb7def44.pdf
https://www.ctie.co.jp/news/uploads/2022/07/bbe6f4013cc79ef0c95e491c2458a7dceb7def44.pdf
https://www.engineer.or.jp/c_cmt/seido/topics/009/attached/attach_9177_1.pdf
https://www.engineer.or.jp/c_topics/008/008402.html
https://www.engineer.or.jp/c_topics/008/008402.html
https://www.mext.go.jp/content/20240918-mxt_kiban02-000038065_4.pdf
https://alumni.ritsumei.jp/gijutsusikai/?p=2962&cat=3
https://alumni.ritsumei.jp/gijutsusikai/?p=2962&cat=3


を修習会員として積極的に取り込み，直接の支援は所属先に委ねるにしても，IPD の概念・

手順を教えながら進捗度を確認する形態に移行して行けば，会員数増加・活動範囲の拡大につ

ながると考えます．IPD システムは，現在は，スモールスタートの最初の段階であり，順次整

備されていくと思われます．整備の各段階を見逃すことなく，追随すると共に，大技連等の活

動を通じて，システムの改善点などを提言できるようにして行ければと思います． 

追記）上記報文は 2025 年 8 月末に作成したものですが，2025 年９月 10 日の文科省・技術

士分科会（第 51 回）において，日本技術士会から IPD のスケジュールが提示され，2025 年

度内に CPD システムに倣った IPD サービスを運用開始し，2026 年度から IPD 実積簿の記載

申請や活動実積の証明発行を行うとされました．順次進行しているようですのでリンクを参照

頂ければ幸いです． 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu7/siryo/mext_00007.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu7/siryo/mext_00007.html
https://www.mext.go.jp/content/20250912-mxt_kiban02-000044767_2.pdf


合成桁橋と床版に関わって 

 

江頭 慶三 

1983 年 理⼯学部⼟⽊⼯学科卒 

技術⼠（総合技術監理部⾨／建設部⾨） 

 

１．はじめに 

 昨年度から幹事の⼀⼈として⽴命館⼤学技術⼠会に参加させていただいております。ま
だまだ幹事としての仕事は満⾜に出来ておりませんが、微⼒ながら引き続きお⼿伝いさせ
ていただいたいと存じます。 

さて、⾃⼰紹介となりますが、⼤学卒業後は橋梁メーカに就職し、設計部⾨からスター
トし、研究開発・現場・⼯場・営業（技術提案書の作成）などの様々な部⾨の業務を担当
してきました。2020 年には定年退職し、現在は⼀般社団法⼈近畿建設協会で国交省の事業
促進業務（いわゆる P.P.P.）を担当させていただき、現在で 6 年⽬となります。都市部での
⾼架橋が連続する事業を担当させていただいておりますので、これまでの経験が少しは役
に⽴つのではないかとスタートしましたが、これまでの⼯事を担当する側とは逆に、⼯事
の計画・設計と並⾏して進められる関係機関協議（⽤地買収もあります）、予算の計画・
管理、そして⼯事の発注と⼯程調整など、多くの項⽬を並列処理する必要があり、発注者
の指導の下、チーム全体で⾵通しを良くしながら奮闘努⼒しているところです。これまで
の経験以上の法律や交渉術が求められ、まだまだ、毎⽇が勉強の連続です。 

 前置きが⻑くなりましたが、本稿執筆の機会を頂きましたので、私が前職で関わりが深
かった鋼コンクリート合成桁橋と床版について、できるだけ会員の皆様に平易にお伝えし
ようと思います。ご感想やご意⾒を技術⼠会の会合などで頂戴できましたら幸いです。 

 

２．合成桁橋との出会い 

 学⽣時代に選択された⽅はご記憶にあるかと思いますが、合成桁橋の設計演習は現在も
環境都市⼯学科の都市システム⼯学コースの選択科⽬として 3 年⽣の後期に⾏われていま
す。当時の私としては橋梁⼯学の講義で合成桁橋に関してある程度の理解がありましたが、
設計計算と図⾯作成に取り組むといった本格的な関わりはこの時が初めてだったように記
憶しています。電卓型のポケットコンピュータが発売されたので、奨学⾦で購⼊して断⾯
計算のプログラムを BASIC ⾔語で作成し、繰り返し断⾯計算したことを記憶しています。 

その後、橋梁メーカに⼊社し、設計部に配属されると、その時の経験が⾮常に役⽴ち、
即戦⼒にはなりませんが、設計計算や図⾯の把握にはあまり苦労しませんでした。社内に
は既に⼤型電⼦計算機による⾃動設計や⾃動作図のシステムが構築されており、条件さえ
揃えば、設計・製図・数量計算・原⼨データの作成、キャンバーや溶接による影響を含め
た材料の購⼊資料まで⾃動でデータを作成できるよう整備されていました。単純合成桁橋



なら、これらの計算を終えるのに 2 週間も必要ありませんでした。ただし、今の 1 週 40 時
間の法定労働時間ではもう少し⽇数が必要かもしれません。というのも、当時の⼤型電⼦
計算機でも既に並列演算処理能⼒があり、社内の経理部⾨が経理処理等にも計算機を利⽤
していたので、多主桁の合成桁橋の設計計算を⾏うと、計算処理が格段に落ちて他部署に
迷惑がかかるので、例えばお昼休み中や残業時間帯に社内に届けを出して 1〜2 時間専⽤
して計算を⾏っていました。ですので、インプットデータを間違えば数時間を無駄にする
ので、データのチェックには本当に気を使いました。また、図⾯はペンプロッターで 1 枚
あたり 30 分以上を要しました。図⾯⽤紙の紙送りも⾃動ではないので、つきっきりの作業
となります。このようなやりくりと残業でなんとか 2 週間で完了できたのです。今ではパ
ソコンで、わずか数秒で完了する作業です。電⼦計算機の演算速度の桁違いの発展が仕事
の効率化と働き⽅改⾰に⼤きく寄与していると改めて実感します。 

 さて、鋼橋の技術は吊橋、斜張橋、アーチ橋など⽇進⽉歩で発展していますが、連続桁
橋はしばらくの期間、全て⾮合成桁橋として設計を⾏っていました。1970 年頃までは連続
合成桁橋の建設は⼀定数⾏われていたのですが、コンクリート床版の損傷が相次いだこと
と、連続桁橋は中間⽀点上の床版の引張応⼒対策（プレストレス導⼊）に⼿間がかかるこ
とから敬遠され、1980 年代では⾮合成桁橋として設計することが⼀般的となりました。後
にコンクリート床版の損傷は⼤型⾞の過積載や⾛⾏台数の増加、鉄筋量の不⾜、床版防⽔
が不⾜していたことなどが複合的に関与した疲労が原因であることが解明されました。そ
こで、防⽔⼯と床版厚や鉄筋量を増やすことが規定されましたが、あくまでも床版は取替
えが前提の設計となっていたため、連続合成桁橋の施⼯例はほとんど⽬にすることはあり
ませんでした。唯⼀、床版が圧縮側となる単純合成桁橋だけが認められる時代が⻑く続き
ました。 

 

３．プレキャスト床版にプレストレスを導⼊した合成桁橋への挑戦 

 私が所属する鋼橋メーカでは、古くから PC 鋼材を扱うメーカとの繋がりがあったため、
連続桁橋の中間⽀点上での引張応⼒対策としてプレキャスト床版（以下、PCa 床版としま

図-1 PCa 床版を⽤いた合成桁 



す）を⽤いて PC 鋼材を橋軸⽅向に配置してプレストレス導⼊を容易に⾏う技術開発を⾏
っていました。PCa 床版であれば、必要な箇所に必要なプレストレスを導⼊することが可
能です（図-1）。この⽅法で、1980 年代後半から 1990 年第後半までの間に単純桁橋も含
めて 30 橋程度の合成桁橋を設計・施⼯することができ、私も補助者・担当者の⽴場で参画
できました。この技術は PCa 床版を使うことで、床版の⼯事費が増加しますが、中間⽀点
でもコンクリート床版が主桁断⾯の⼀部として有効になる連続合成桁橋とすることで主桁
の鋼材量が減少し、⾮合成桁橋と⽐較しても⼯事費が増えることはありませんでした。し
かし、PCa 床版の中に PC ケーブルを挿⼊してプレストレスを導⼊する⽅法でしたので、
床版の取替えを前提とした構造ではありません。したがって、都道府県の河川上の橋梁や
⾼架橋への⼊出路（ランプ橋）、および都市開発に伴う規模の⼤きな⼈道橋での採⽤がほ
とんどでした。アイディアとして⾯⽩かったのは、⼀度緊張したプレストレスの⼀部を緩
めることで、合成桁橋に作⽤する曲げモーメントを改善できるといった効果もありました。
これによって桁⾼制限を受ける条件の橋梁で、⼀般の合成桁橋よりも低い桁⾼を採⽤する
ことが可能となりました。 

 その後、連続合成桁橋の設計は中間⽀点上にプレストレスを与えるのではなく、床版に
ひび割れを⽣じさせることを前提として、床版内の鉄筋と鋼桁の合成断⾯で中間⽀点の負
の曲げモーメントに抵抗する設計スタイルが主流となってきました。これは、耐久性に悪
い影響を与えない微細なひび割れを多数⽣じさせることで、コンクリート床版は耐久性を
維持できると考えるもので、欧州の基準などを参考に鉄筋量や鉄筋の表⾯積に規定が設け
られました（といっても、耐久性が優れた橋軸直⾓⽅向にプレストレスを導⼊した現場打
ち PC 床版が採⽤される 1990 年末まではこの⽅法で連続合成桁橋が施⼯されることはほと
んどありませんでした）。ところで、このような設計は床版の橋軸⽅向鉄筋が連続してい
ることが前提であるため、PCa 床版に適⽤できる設計⽅法ではありません。そのようなこ
とから、現在でも PCa 床版を⽤いた場合は、中間⽀点上でプレストレスを導⼊しない限り
は合成桁橋としての設計は⾏われていません。 

 

４．ジャッキダウンによるプレストレスに再挑戦 

 PCa 床版を採⽤する場合、連続桁橋を⾮合成で設
計する場合でも、床版の連続性や耐久性を確保する
には接合部の構造が重要になります。その⼀例とし
て写真-1 に⽰すようなループ継⼿があります。この
構造は実験でも⾼い性能を有していることが証明さ
れており、標準的な構造として採⽤されています。
ただ、残念なことに橋軸⽅向の鉄筋が連続していな
いので、中間⽀点の負曲げモーメントに対して主桁
と鉄筋で抵抗し、床版に微細なひび割れを多数⽣じ

写真-1 PCa 床版の接合部の例 
（ループ継⼿） 



させるといった設計⽅法が適⽤できる構造ではありません。PCa 床版を⽤いて連続合成桁
橋を実現するには、やはりプレストレスを導⼊することが不可⽋でした。 

1960 年代から 70 年にかけて、中間⽀点をジャッキアップした状態でコンクリート床版
を施⼯し、床版が硬化した後にジャッキダウンする⽅法が考案されました。ただし、必要
なプレストレスを導⼊するためには、数 m の⾼さのジャッキアップ・ダウンが必要なこと
と、コンクリートの経時的な挙動であるクリープと乾燥収縮によって、導⼊したプレスト
レスの多くは消失してしまうといった⼤きな課題があり、普及はしませんでした。しかし、
中間⽀点上の PCa 床版に PC 鋼材無しで合理的にプレストレスを導⼊するには、この⽅法
が確実であると考え、再挑戦することにしました。 

 その理由としては、PCa 床版をこれまで⻑年扱っていたことから、乾燥収縮については、
床版の⼯場製作から鋼桁上で⼀体化するまでに⼀定の時間が確保でき、乾燥収縮をある程
度進⾏させることができること、およびコンクリートの圧縮強度が 50N/mm2 で先に⼯事製
作時にプレテンションで橋軸直⾓⽅向にプレストレスを与え、さらに現場で橋軸⽅向にプ
レストレスを導⼊した PCa 床版はクリープを低減できることが実験で分かっていたので、
ジャッキダウンプレストレスは場所打ち床版よりも有効に残存すると考えたからです。 

 1990 年代後半は新東名⾼速道路の建設が始まり、再び連続合成桁橋に光が射す時が来ま
した。当時は従来の鋼橋の設計・施⼯⽅法を⾒直して合理的でコスト削減が可能な新しい
考え⽅が求められました。そのヒントがヨーロッパで PC 橋との経済⽐較に勝ち抜くこと
ができた少数主桁の連続合成桁橋でした。これは従来なら 3〜6 本主桁だった構造を 2〜3

本の主桁で⽀えるものです（図-2）。時を同じくして、1995 年に国交省から「鋼道路橋設
計ガイドライン」が⽰され、鋼材重量最⼩を第⼀とする設計⽅法から、⼯場製作⼯数を最
⼩化する設計⽅法へと舵を切りました。これは主桁部材を製作する際にできるだけ溶接を
減らして製作⼯数を下げることがコスト削減に寄与するというものです。つまり、これま
では鋼材の材料費が⾼価であったため、⼈⼿をかけても鋼材重量が減る設計をしていまし

従来主桁配置（多主桁橋）        少数主桁橋 
図-2 主桁配置⽅法の変化 



たが、⼈件費が上昇したため、鋼材重量が多少増えても溶接などの製作⼿間を減らすこと
で製作費全体を低減するというものです。加えて橋梁全体の部材数を減らすことも製作費
を低減のために必要でした。このガイドラインの考え⽅と少数主桁橋の発想が上⼿いタイ
ミングで⼀つになって連続合成桁橋の建設・普及に新しい⾵が吹くことになりました。 

 話が脱線してしまいましたが、1970 年代では、不静定構造物である連続合成桁橋のジャ
ッキアップ・ダウンの計算には相当⼿間を要したと考えられますが、現在ではパソコンで
容易に解析可能ですので、中間⽀点毎にジャッキアップ・ダウンを繰り返す「逐次ジャッ
キアップ・ダウン⼯法」を考案しました。これは欧州の施⼯例を参考に、現場打ち床版で
実施されていたものをヒントに PCa 床版でも応⽤可能と判断して研究を進めることにしま
した。簡単に原理を紹介すると、中間⽀点の数だけジャッキアップ・ダウンの計算を繰り
返し、全体のプレストレスの値を合計します。これに乾燥収縮とクリープによるプレスト
レス減少分を考慮し、最終的に残存するプレストレス（中間⽀点でコンクリート床版がひ
び割れないことと、PCa 床版同⼠の接合部の連続性が確保できる量）を繰り返し計算すれ
ば、最終的に各中間⽀点のジャッキアップ量が算出できます。実施⼯の⼿順を図-3 に⽰し
ます。この⽅法なら、ジャッキアップ量は格段に⼩さくなり、安全かつ迅速に施⼯ができ
ます。また、接合部は⾮常に簡単なグラウト継⼿構造で済みました（写真-2）。 

 この⼯事では、施⼯後も継続してひずみ計測などを⾏い、クリープや乾燥収縮によるプ
レストレスの減少はほぼ計算どおりであることも確認できました。また、取替えについて
も再度ジャッキアップした後に床版を取替え、再度ジャックダウンすることで、プレスト
レスを再導⼊することができることも検討しました。 

 

一括ジャッキダウンでは2m以上の高さが必要

 

図－3 逐次ジャッキアップ・ダウンの要領 
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図-3 逐次ジャッキダウンの要領 
 



５．合成桁橋の要となる床版について 

 合成桁橋の主部材であるコンクリート
床版は先にも触れましたが、1970 年頃から
⼤型⾞の⾛⾏台数の増加による疲労損傷
が顕在化したことから、その後の対策の⼀
つとして、主桁間隔の上限は 3m 程度に制
限されていました。したがって、主桁は I

桁橋の場合は多数の主桁が必要となり、箱
桁橋の場合は縦桁が必要になります。床版
厚もせいぜい厚くて 23cm 程度でした。また、多くの業者が⼯事に参加できるよう鋼桁と
床版の⼯事は分離発注になっていたので、業者はそれぞれの担当の⼯事⽬的物の施⼯に専
念することとなります。本来は合成桁橋を施⼯するのであれば、どちらも同じ業者が責任
をもって全てを施⼯するべきと思います。床版コンクリートのひび割れ防⽌対策やコンク
リート施⼯中の応⼒状態の管理などは、本来は主桁を⼯事する業者が実施しながら品質を
確保すべきだと思います。これが分離発注となると、⾃らの施⼯範囲のことしか責任を持
たないこととなり、床版コンクリートのひび割れ対策や品質確保が不⼗分となり、橋梁全
体の品質・耐久性にも影響を与えるものになると考えています。 

1980 年代後半には⼀般社団法⼈⽇本橋梁建設協会の中に損傷を受けた鋼橋床版の補強
や取替え⼯事に対応した部会が設けられていました。余談ですが、その⼯法の⼀つに、今
では広く普及を果たした鋼コンクリート合成床版（以下、合成床版といいます）が含まれ
ていました。この部会が起点となって床版の耐久性を⾼めるための様々な取組みが始まり、
PC 床版、合成床版の開発が進みました。加えて、部会のメンバーの主桁・床版の分離発注
に対する危機意識と、床版も含めた施⼯を⾏って鋼橋全体の品質を向上させるべきという
技術者魂が重なり、RC 床版を含めた各種床版の設計・施⼯⽅法を徹底的に検討・実験・実
施⼯を⾏い、性能の検証に努めました。ちょうど第⼆東名で少数主桁橋の施⼯数が増える
と、主桁よりも PC 床版が主役となり、各社がこぞって PC 床版施⼯⽅法のノウハウを習得
すべく、部会で得られた成果を参考に膨張材の取扱い、クリープ・乾燥収縮ひずみの測定、
養⽣⽅法、⽀保⼯構造の開発など、必要な技術の発展に努めました。これにより、床版の
設計・施⼯技術の発展とともに連続合成桁橋の施⼯例が増えていきました。 

 私も 1990 年代からこの部会（当時はワーキンググループとしての位置づけで床版開発
研究会と呼んでいました）に参加することができ、床版の耐久性の担保と合成桁橋は不可
分との考えで本業と並⾏で様々な取組みを⾏ってきました。特に苦労した 2 つの成果につ
いて紹介します。 

⼀つ⽬は PCa 床版を⽤いた連続合成桁橋の実現に向けた検討と設計・施⼯マニュアル案
の作成を⾏いました。写真ｰ 1 で説明したループ継⼿を接合部に使⽤して連続合成桁橋を
設計・施⼯しようとするものです。残念ながら実験による検証まではできなかったので、

写真-2 ジャッキダウン・アップ⼯法で使
⽤した PCa 床版の接合部（接合部
には鉄筋が存在しない） 



マニュアル案の要領での実施⼯には繋がっておらず、現時点でも施⼯例がでてきておりま
せん。後に続くエンジニアの⽅々のさらなる努⼒でプレストレスしない PCa 床版連続合成
桁橋の施⼯を期待したいところです。 

⼆つ⽬は、床版の疲労損傷に対する耐久性を確保するための⽅法は RC 床版から PC 床
版、合成床版まで、輪荷重⾛⾏試験機を⽤いた検証で実証することができるようになりま
した。防⽔層の施⼯も橋梁全⾯で実施することが義務づけられ、合成桁橋の床版として⼀
定の信頼性を担保できると考えられるようになりました。しかし、1990 年にスパイクタイ
ヤが禁⽌され、凍結防⽌剤（多くは NaCl）の散布が急増し、塩害によるコンクリート構造
物の劣化が散⾒されるようになっていましたので、床版は果たして⼤丈夫なのだろうかと
考え、2008 年頃から東北地⽅の床版を調査する機会を得ることができました。そこで明ら
かとなったのが、塩害と凍害の複合劣化が床版上⾯で⽣じており、そこに⼤型⾞の⾛⾏に
よる疲労も加わり、床版下⾯からはひび
割れが観察されないにも関わらず、床版
上⾯のかぶり部分のコンクリートが⼟砂
化するという損傷が各所で進⾏している
ことが分りました（写真ｰ 3）。そこで、
このような損傷を防ぐために塩害ワーキ
ングを⽴ち上げ、コンクリートの塩害、
凍害の研究に詳しい⼤学との共同研究に
より、コンクリートの配合や養⽣⽅法の
改良に取り組みました。⼒学的な対策で
はなく、コンクリートの基本に⽴ち返っ
て実験・評価を⾏い、この成果は東北地
⽅の床版の施⼯マニュアルとしてまとめることができ、東北復興道路の床版施⼯の参考に
なっています。 

 

６．おわりに 

以上のように、合成桁橋の関わりが結局のところ、床版の耐久性と品質確保を追い求め
ることに躍起になることとなりました。その後も連続合成開断⾯箱桁橋や、橋台へ直接主
桁を埋め込むポータルラーメン橋（主桁は合成桁）などの設計・施⼯を実験も並⾏で進め
ながら経験することができました。振り返れば学⽣時代に、橋梁会社に就職する際に、鋼
橋か PC 橋かと迷ったことを思い出しますが、どちらの選択をしてもコンクリート技術の
習得ははずせないということでした。若い技術者の皆さんには鋼とコンクリートについて、
得意・不得意ではなく、両⽅の技術が橋梁だけでなく、⼟⽊構造物には今でも必須である
ということ、そして両⽅に精通する柔軟さが、新素材へのアプローチも容易にしてくれる
ものと考えています。 

写真-3 床版上⾯の⼟砂化の状況 



現在、私は週に⼀度、⽴命館⼤学で⼟⽊施設設計演習の授業を担当する機会に恵まれ、
合成桁橋の設計・製図と数量計算の演習を学⽣さんと⼀緒に取り組んでいます。全て⼿計
算で、図⾯は⼿書きでも CAD でもどちらでも可としています。内容は私が経験した時の
ものよりも増えており、他の講義と⽐較しても相当ハードなものになっていると思います。
しかし、今の学⽣の皆さんは極めて優秀です。毎年ほぼ全員が朝⼀番の講義に⽋席するこ
となく最後まで演習課題をやり遂げています。そのような学⽣さんの「志」を無駄にしな
いよう、私の経験の⼀つでも彼らに伝わり、この演習が学⽣の皆さんの将来に役⽴つよう
引き続きお⼿伝いできればと考えています。 

 

 



世界の終焉は静かにくる 
― AI 時代の夜明けに人は何を見るか ― 
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まえがき「2025 年 秋」 
私は今、建設コンサルタントで嘱託として勤務している。職場では勤務時間のうち、ほ

ぼ六割は AI を使っている。また、休日の創作や趣味の時間も含めれば、AI を使わないの
は通勤と睡眠、そしてピアノを弾いているときくらいだろう。私が現在使っている AI ツ
ールを図にすると以下のようになるが、明日はもう変わっているだろう。 

 
今、ChatGPT を代表とする AI は、「できないことを探すほうが難しい」と言ってよい

ほどのレベルに達している。 
特に事務系の仕事では、その差は決定的だ。これまでオフィスで一日かかっていた作業

が、AI を使えばわずか二時間程度で終わる。しかも、その二時間の内訳のほとんどは、本
来の考えを練る時間にあてることができるので、できあがったものは、これまでより正確
で、より整っている。 

いまでも、「AI の進化は良い事だと思うが、頼り切ってはいけない」と言う人がいる。
それは真に AI を理解しておらず、いかにもバランスのとれた態度を装っている人である
場合が多い。AI を使いこなす人間ほど、その危うさが分かっている。 

AI を使いこなす人とそうでない人との間には、効率性、発想力、そして創造力すら、埋
めようのない差が生まれはじめている。 

Excel や PowerPoint などのツールはもはや、AI を使えば従来の十倍のスピードで、見
やすく論理的に整った資料が瞬時に完成する。しかし、そんなふうにして良いプレゼン資
料を作る行為自体、これからは意味がなくなるということは後述する。少なくとも、もう
私は、会議資料は PowerPoint を使わず、Ａ４一枚の文書にするように心がけている。つ
まり現代の仕事は、すでに AI を前提に再設計される段階に入っている。それに気づかな

My Mind and AI 



い人や組織は、努力不足ではなく“無知”によって遅れてゆく。 
続けて、私なりの未来を予想してみよう。 

 
現在～一年以内に起こること：（AI スキルによる格差社会の発生） 

会社での業務文書作成では、おそらく半数以上の社員が
AI を使っている。正確さ、構成力、表現の自然さ――その
どれもが、平均的水準を超えている。論文や社内技術発表会
で査読や審査員をしている人は、「あ、これは AI を使ってい
るな」と気づいているが、どう対処するか決めかねている。 

AI の文章は整っていて理路整然としている。だが同時
に、本人の見直す力、理解の深さが追いつかないまま“完成
度”に酔っている場合も多い。この時期にはまだ、AI も信じ
られないミスもごくまれに起こすため、いくつかの問題が発生するだろう。 

プログラミングも同じだ。 
ChatGPT に「こういう自動化の仕組みを作りたい」と伝えるだけで、数秒でコードが

生成される。しかも、コード最適化済みである。さらにはアプリへの組み込み方まで細か
く指導してくれる。若い技術者たちはすでにこの方法で社内ツールを作りはじめ、それが
実務に導入されつつある。 

彼らは今、それを静かに隠している。こっそりと自分の仕事に溶け込ませながら、確実
に“先行者利益”を手にしている。その利益とは他者からの評価である。 

 
二年目以降に起こること：（急速な淘汰と職の再定義） 

居酒屋で「俺は IT 音痴だからね」と笑う人が、かろうじて、
まだ存在しているかもしれない。 

しかし、三年後にはもうその声は消えてゆく。上司が頼ん
だ資料を一日で出せる部下と、五日かかっても質の悪い資料
しか出せない部下――評価に圧倒的な差が生まれる。そんな
社員には、もう重要な仕事が回ってこない。気づかないうち
に居場所を失ってゆく。 

「AI には判断や評価ができないから総合的な決断が必要な管理職の役割はまだ無理だ」
と言う人もいる。 

しかし AI はすでに、過去の膨大な人間の判断を学習し、「何をどう決めれば正しかった
か」を知っている。さらには、どんな表現が人を傷つけ、どんな態度が人を喜ばせるか――
そうした感情の反応まで情報を収集・分析できる。つまり AI は、判断や評価だけでなく、
感情や直感すらも再現できるようになる。 

 

挿絵はすべてMidjourney 



五年目以降に起こること：（AI 万能社会の影の出現） 
さて――あっという間にできあがった美しいプレゼンシ

ートを見て、「すごいな」と感心していた IT 音痴はもう会
社にはいない。 

AI が作る精密な資料も、完璧な提案書も、やがて誰にで
も作れる時代になる。そのとき恐ろしいのは、AI そのもの
ではなく、「感動が消える社会」である。 

良い仕事をしても誰も驚かず、整ったデザインにも誰も
感心しない。「できて当然」の世界が訪れる。企画書を出せ
ば、AI が最適な市場展開とアプローチからクロージングまでの営業法を提示する。営業マ
ンがそれを完璧に実行しても、顧客はこう思う――なぜ AI が作ったこんなによくできた
提案資料を見る必要があるのだろう？直接メールで送ってもらって、我が社の AI に見せ
て評価させたら面談の時間も不要ではないだろうか、と。 

いや待てよ、それなら初めから他社に提案を求める必要すらなく、自社の AI にやらせ
ても同じだろう。専門性が高いからこそ外注するのだから、もう AI に委託すれば良いで
はないか。 

ここに至って、コンサルティングも含む士業の仕事がなくなってくる。ほとんどの仕事
は、もっとも上流の組織が一気通貫で AI に仕事をやらせれば済むことに気づく。委託も
外注も必要ないのだ。 

この流れは部分的に五年以内に始まり、下請け構造は下から順に短絡化されてゆく。 
 

十年目以降に起こること：（AI でなくなる仕事・残る仕事という幻想の崩壊） 
現在、まことしやかに「AI の進化で十年後にはなくなる

仕事、残る仕事」と多くの本やネットで語られている。だ
が、そんな状況は、先ほど書いたように五年後から静かに
始まる。AI の学習速度は、人の想像をはるかに超えている
からだ。 

「人を癒やす仕事は AI にはできない」？――カウンセラ
ー、セラピスト、ソーシャルワーカー。だが AI は、どんな
言葉が人を慰め、どんな話が人を絶望から救い出せるか、
圧倒的スピードで過去から学び取ってしまう。 

「教師」や「指導者」も同じだ。AI は過去のたった
．．．

数万件、数十万件の教育事例を解析
するだけで、一人ひとりに最適な指導法を提示できる。 

「センスが要る仕事は AI には無理」？美容師、スタイリスト、デザイナー――AI は“セ
ンス”という曖昧さを、成功の膨大なパターンから数値的に再構築してしまう。 



シェフ、寿司職人も例外ではない。味や温度、握り加減、盛り付けの美学まで、AI は学
び、ロボットを使って再現できるようになる。 

もちろん、これらの仕事が「なくならない」と予言した評論家は、ある意味では間違っ
ていなかった。なくなりはしないが、十人いた定員が一人で足りるようになるのだ。 
その一人は、AI の本質を理解し、自在に使いこなす者だ。設備投資のコストが人件費を下
回れば、企業は迷わず人を減らす。大失業時代がこの頃には雪崩を打って到来する。 

農業や漁業の一次産業も例外ではない。AI が天候と潮流を読み、自動機械や船舶が収穫
をおこなう。人の手は最小限で済む。 

やがて、職がない人々が増えるのは当然で、人は家に閉じこもり、孤独に耐える社会に
なる。人口減少は加速し、AI センターだけが恐るべき量の電力を消費しつつ、うなりを上
げて稼働する。その陰で、多くの人は生きる意味を失ってゆく。いや、その家さえも奪わ
れ、路頭に迷う人が増えるだろう。 

 
三十年後から起こること：（繰り返す世界） 

その先の世界は二極化に進む。 
世界人口の 1％の極めて限られた AI を使いこなすか投資

する者だけが残り、AI の生み出す素晴らしい付加価値は、
彼らに再配分される。その他の多くの人々は、職どころか、
食料を得ることも一苦労する時代になる。 

同じ境遇の人々が小さな集まりをつくる。彼らは、AI が
有効利用できないと判断した隙間の土地で作物を育て、危険
な波の立つ近海で非効率と切り捨てられた漁をおこない、肩を寄せ合いながら生きる。そ
うするしかないという必然と同時に、人間性という極めて不安定で不完全なものに寄り添
い、人と人の触れ合いの中にこそ喜びを感じる人々が出てくる。  

一極は AI とともに繁栄を極め、他極はアナログな共同体として生き残り、“民衆”という
名前を取り戻す。やがて AI 社会と民衆社会の間で争いが始まるだろう。 

AI 側が勝っても民衆は完全に駆逐されることはない。一定規模以下である限り、追い詰
めることは非効率であると AI は判断するからだ。そんな静かな均衡が訪れる。 

逆に民衆が勝てば世界はリセットされ、人々は再び自らの手で火を起こし、糧を分け合
う時代に戻るだろう。もちろん、この三十年後の将来は抽象的な世界観である。 

 
しかし、希望の一節も残したい。これについては後に書く機会があるかもしれない。 
 
『AI の完全な勝利はない、なぜなら AI は宇宙の進化に寄与することができないから』 



諸国居酒屋八十八ヶ所巡り

村山 稔（1974年、土木工学科卒業）
技術士（建設部門、総合技術監理部門）

１ まえがき
筆者は酒が好きだ。だが、酒豪ではない。絵も好きだが、絵描きではない。旅も好き

で、とりわけ列車の旅に目がない。すると、鉄道オタクのように思われるが、それほどの
めり込んでいる訳ではない。故に、テッチャンではない。
筆者はついこの間、後期高齢者の仲間入りをした。曲がりなりにも、この歳まで生きて
来たということは、この世の事物をそれなりに見て来たということである。体験して来た
ということだ。
そんな長い年月を支えた筋交いのひとつが冒頭の思い入れである。この３つが混じり合
うと、ある種の化学反応を起こす。それが諸国居酒屋巡りのスケッチ描画だ。主に退職後
のことではあるが、各地の居酒屋を訪ね歩き、酒場風景を小さな画帳に収めた。
筆者は若い頃から、周りの人や環境に馴染めない性格で、仕事や生活面での気苦労が絶
えなかった。だから、今も独りが好きだ。居酒屋も同様で、古びた静かな店で、相酌もな
く、一献傾けるのが何よりの至福である。
そういう店は長く地元に愛された酒場であり、喧騒が当たり前の今、得難い存在となっ
ている。だが、訪ね歩けばどこの町にも２、３軒ある。それが筆者にはたまらない。居酒
屋探訪の本懐はここにある。

☞ 左から、ヤマサン正宗、若山牧水、犬呑み、寝台船（一乗寺）、しゅうろく（京都）

２ 居酒屋点描
（１）東北
５年ほど前、修学院にある古風な居酒屋で知り合った酔客と、東北秋田の旅に出た。現

地集合、現地解散を旨とする旅で、その気やすさが嬉しかった。何故なら、その前後の日
程を、独り旅に充てることができるからだ。かねてより、行ってみたいと思っていた居酒
屋を何軒か目論み、そして現実のものとした。



仙台の「源氏」は恋焦がれていた居酒屋だった。飲み屋横丁の一角にあり、無事たどり
着いた時は恋愛成就にも似た安堵だった。使い込まれたカウンターはたくさんの酔客がこ
ぼした酒で飴色になっている。どの客もコップ酒３杯までで、その都度、酒肴が出る。こ
の〝自動提供システム〟は多くを語らない東北人の気質にマッチしているのではないかと
思った。割烹着を着た女将も寡黙だった。 
八戸の「ばんや」では隣り合った中年男性から、離婚話の悩みを聞かされた。煩悶は吐

露する相手がいることで、たいがい解決する。筆者は何の助言もしなかったのだが、半時
間後、男は明るい顔をして帰って行った。居酒屋の効能ここにあり。 
 

     

☞ 左から、源氏（仙台）、ばんや（八戸）、案山子（新潟）、おおはし（柏崎） 
 
（２）東日本 
甲信越と東海は日本の背骨である。筆者はここが好きだ。高校２年の夏休み、友人と２

人で尾瀬に出かけ、それが因で山男になった。深田久弥の『日本百名山』を座右の銘に、
北アルプス、南アルプスなどの名峰を競うように登った。爾来、半世紀にわたるのだが、
７０を前にして止めた。岳友２人が鬼籍に入ったことと、寄る年波には勝てず、ハシゴや
クサリ場が危なっかしくなったからだ。長野、岐阜、山梨は筆者の愛する土地である。 
 
松本の「しづか」はカウンターに座るだけで、北アルプスの槍穂や燕、常念に登った気

分になる。山菜を当てに、地酒「大信州」を燗で２合ほど飲むと、ほろ酔い気分になり、
もう１軒のぞきたくなる。その前に、女鳥羽川沿いの喫茶「まるも」のコーヒーで酔いを
醒ます。人生とはルーティンであるが、飲み歩きもまたルーティンである。 
静岡の「多可能（たかの）」もまた筆者を惹きつけてやまない名居酒屋である。だが、

筆者は長いこと静岡という地に縁がなかった。５年前、思い切って出かけることにした。
縄暖簾を潜ると、案の定、素晴らしい酒場が目の前に広がっていた。たくさんの酔客が
皆、家族のように見えた。山賊髭の店主、高野氏は毎夏、祇園祭の輿丁（よちょう）とし
て神輿を担いでいるとのこと。これまた人と地の縁である。 
名古屋の「大甚」も名居酒屋である。酒は賀茂鶴のみ、肴は作り置き、他の酔客との相

席など、大甚特有の趣向も嬉しい。歓楽街のすぐ近くにある、古い佇まいを残す居酒屋だ



けに、質実剛健が感じられる。店主、山田氏の太い縁の眼鏡が場違いのように思えるが、
それもまた大甚の味である。 
 

      
☞ 左から、しづか（松本）、まるも（同左）、多可能（静岡）、大甚（名古屋） 
 
（３）東京 
筆者好みの居酒屋は東京に多い。理由は杳として、分からない。東京という所は何でも

あるから、名居酒屋もそれなりにあるのだろうと勝手に思っている。加えて、江戸ッ子気
質も関係するのではないか。江戸ッ子だい、と言われると、何となく頷いてしまうから不
思議なものだ。 
 
秋葉原の「赤津加」は繁華街の中にあり、よくぞ、こんな賑やかなところにと思うのは

浅はかである。赤津加の方がはるか先にあり、言ってみれば大規模開発の犠牲者である。
だが、一歩店内に入ってみると、品のよさを感じる。江戸ッ子だいがあるのである。 
大塚の「江戸一」は赤津加とは風趣を異にする江戸ッ子だいだ。背筋がピンと立つよう

な気高さがある。ドイツ文学者の高橋義孝（横綱審議会委員長歴任）のお気に入りだった
そうで、強面の風貌からしてもよく分かる。だが、偏屈な居酒屋ではない。 
神楽坂の「伊勢藤」は先の２店をさらにパワーアップした江戸ッ子だいを行く。筆者は

一度しか行ったことないが、外装、内装、調度と、すべてに古き良き居酒屋を保ってい
る。しかも、店内は無口が原則である。とにかく、今の酒場は煩い。居酒屋とは居心地の
良さを言うのだから、伊勢藤は本来の酒場なのだろう。 
 

     
☞ 左から、赤津加（秋葉原）、江戸一（大塚）、伊勢藤（神楽坂） 



 
（４）京都 
京都の居酒屋は学生時代から飲み始めているので、たぶん数百軒の暖簾を潜ったことに

なる。居住地や職場の近傍、その沿線途上、そしてわざわざ出かけてもいるので、けっこ
うな数になるのだ。 
酒豪だったら 数十軒程度で済むのだろうが、酒そのものの魅力に嵌りたい質なので、

こうなるのである。下手な鉄砲も数打てば当たるとは人口に膾炙した諺だが、筆者の体験
からしてそのとおりだと思っている。 
 
川端二条の「赤垣屋」は３０年ほど通った店である。であるなら、酔客のチャンピオン

のような扱いを受けていたのではないかと思われるが、実際はいつも新人だった。店主以
外誰とも喋らないし、いつも同じ肴で、コップ酒３合（当時は）飲んだら、さっと帰る。
筆者の居酒屋流儀で、今も頑なに守っている。 
千本中立売の「神馬（しんめ）」は赤垣屋と共に、京都３大名居酒屋のひとつに挙げら

れる。都市の中心軸が西陣にあった頃、西陣織の旦那衆が上七軒の芸妓さんと連れ立って
来たそうだ。酒は今でも普通酒を５種類ほどブレンドしていて、その混合比は企業秘密と
言われる。本当だろうか。ただ単に混ぜているだけでは……。 
四条河原町の「たつみ」は大衆酒場の横綱である。かつて居酒屋とはこういう店を言っ

たものだが、時代が小綺麗さを求めて来ると、逆にこの雑多は程よい魅力となる。京都一
の商業地の一角に、まだ残っているところに京都の反骨精神を垣間見る。 
修学院の「是酔庵」もまたよく通った居酒屋である。古風な感じが筆者の好尚にぴった

しで、出逢った酔客も無口の筆者を仲間へと誘ってくれた。石見出身の店主の勧めで、島
根の酒に開眼し、そのおかげでヤマサン正宗は唯一、筆者の訪ねた酒蔵となっている。 
出町柳の「sake bar seo」は５年ほど前、突然現れ、３年ほど前、突然消えた店である。

２０代後半のシステムエンジニアたちがシェアキッチンのようにしてやっていた。若者好
みの設えなので、名居酒屋が持つ時空とは趣きを異にするが、温かみはまったく一緒だっ
た。若者はいつの世も屈託がなく、その笑顔が絶佳の居酒屋だった。 
 

        

☞ 左から、赤垣屋（川端二条）、神馬（千本中立売）、たつみ（四条河原町）、 
是酔庵（修学院）、sake bar seo（出町柳） 



 
（５）西日本 
西日本は九州、沖縄までを言うが、京都から割と近いのに、筆者の居酒屋巡りは限定的

である。四国は度々遍路で出かけているので、故郷みたいな土地である。それにかこつ
け、瀬戸内や山陰にも出かけた。だが、それ以外の土地は縁遠い。旅好きの筆者なのに、
足が向かなかったのだ。いつでも行ける気安さが結果、ヘボになっているのである。 
 
大分の「こつこつ庵」はかねてより行ってみたいと思っていたのだが、何しろ九州とあ

っては遠い。一計を案じ、国東半島巡りの後、訪れることにした。昭和のホーロー看板が
所狭しと、ファサードや店内いっぱい貼り付けられている。噂どおりのレトロ感があるの
だが、押し付けがましく感じられたのは当今のまちづくりに似ているからだろうか。 
倉敷の「野の」は退職直後の開放感に押されて出かけた。ハシゴ酒５軒の３軒目だが、

気持ちよく迎えてもらった。美観地区に相応しい設えに、勤めあげた感激は今も忘れな
い。余談だが、４軒目の居酒屋では隣席に居た若者たちから退職祝いをしてもらった。旅
の醍醐味はこれに尽きる。 
大阪阿倍野の「明治屋」は居酒屋の聖地である。３０年ほど前、居酒屋とは何かを感じ

始めていた頃、大阪出張を機に訪れてみた。内部空間のエージングと物静かな店主、時折
聞こえる阪堺電車の走行音と微振動――桃源郷のような気がした。再開発で立ち退きを余
儀なくされたが、今も移転したビルの一角で往時のまま酔客を喜ばせている。 
 

     
☞ 左から、こつこつ庵（大分）、野の（倉敷）、明治屋（阿倍野） 
 
３ あとがき 
酒好きと絵心と旅の３つに、加齢を加え混合すると、こんな〝技術論〟になる。これも

また立派な土木技術だと筆者は自負している。技術とは専門知もさることながら、複雑多
様化した現代社会にあっては「媒介の専門家」（小林傳司大阪大学教授、科学哲学・科学



技術社会論）も求められるからである。平たく言えば、社会との架橋が切要だということ
である。 
擱筆に当たり、居酒屋とは何かを筆者なりに記しておきたい。作家の太田和彦が居酒屋

の３条件を「いい人、いい酒、いい肴」と言っている。長いこと飲んで来た筆者が思うこ
とと一緒である。 
皮肉って言うが、酒は某所の酒蔵で造った特上の吟醸酒、サバは津軽の漁港から直送

で、京野菜は近郊の契約農家から、それらの蘊蓄を熱く語る店主がいる。この手合いを、
３条件とは言わない。そんな居酒屋は五万とある。 
よき居酒屋とは普通酒を人肌に燗付けし、近所のスーパーで買って来た魚や野菜を丁寧

に調理し、常連も一見も分け隔てなく声がけする。拘らない、気取らない、普通が一番な
のである。我々の土木技術もまったくもって一緒ではないだろうか。［完］ 
 
（補足） 
題名が「八十八ヶ所巡り」となっているが、画帳を数えたら６６枚（店）で、８８には

２２枚（店）足りない。四国遍路は４巡目の途上にあり、結願まであと４ヶ寺を残すのみ
となっている。共に、未達であるが、これもまた友鏡のような奇縁である。 
 
（参考文献） 
深田久弥『日本百名山』新潮社 
伊藤邦武他『岩波講座  哲学 09  科学／技術の哲学』岩波書店 
太田和彦『日本居酒屋遺産』トゥーヴァージンズ 
太田和彦『居酒屋の流儀』講談社 
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国交省から零細企業まで 
脇坂 周平 

1997 年 理⼯学部⼟⽊⼯学科卒 
技術⼠ 建設部⾨／総合技術監理部⾨ 

 
１ はじめに 
 今年度より幹事を拝命しました脇坂です。まずはこのような寄稿の機会をくださった⽴
命館⼤学技術⼠会への感謝を申し上げます。 
 ⽴命館⼤学では巻上先⽣の研究室で交通計画を学び、先⽣の指導もあって、1997 年に旧
建設省に⼊省しました。新規採⽤で配属されたのは、阪神・淡路⼤震災から 2 年が経過した
ものの、まだ庁舎には部分的に震災の傷跡が残る当時の兵庫国道⼯事事務所で、そこでは道
路改築⼯事の設計積算に携わらせていただきました。配属からちょうど 1 年後に明⽯海峡
⼤橋の供⽤を控えており、旧建設省では本州舞⼦側と淡路島岩屋側の取付部分を担当して
いたこともあって、供⽤直前の年度末は残業がとどまるところを知らない勢いで増え続け
るなど、今、振り返るとブラック極まりない働き⽅でしたが、⼤変貴重な経験をさせていた
だいたと感じております。（ちょっと⽪⾁っぽい書きぶりですが・・） 
 その後、省庁再編が迫り、建設省内部では特に若⼿において道路部局と河川部局の両⽅を
経験するための⼊れ替えのような⼈事が多くあったこともあり、私もご多分に漏れずその
流れに乗って本局の河川部に異動しました。河川部では、2000 年問題の時は世間の浮かれ
気分をよそ⽬に、ダムコンの誤作動に備えてダム管理部局と共に待機体制で新年を迎えた
り、河川計画部局では予算要求や国会待機などで毎⽇のように終電を逃したりと、これまた
⼤変貴重な経験満載で、今となっては楽しい思い出として振り返ることができます。 

そして国⼟交通省に移⾏後、河川部局を３箇所経験させていただいたところで退官する
こととなりました。 
 
２ 国交省を辞めて家業を継ぐ 
 私が⼦供の頃から⽗親が設計事務所を営んでおり、技術者たる⽗親の背中を⾒て育った
影響もあってか、⽗が 60 歳を迎えるのを機に役所を辞めて家業を継ぐ決断をしました。 
 ちなみに役所在職の最後の年に結婚したため、結婚から 3 ヶ⽉後に辞表を提出し、その
また 3 ヶ⽉後には国交省職員の肩書きを捨て、吹けば⾶ぶような零細企業の社員に転職す
るなんて、娘を持つ⽗親の⾝となった今から思えば、当時、妻や妻のご両親には相当な⼼配
を掛けたのではないかと思うばかりです。 
 
３ ⾊々と奔⾛する 30 代 
 ⽗親の設計事務所は電気通信設備の設計を主たる業務としており、⼟⽊出⾝の私にとっ
ては少し畑違いなところもあったため、転職後は会社経営を学びながらも、まずは電気通信



設備の設計について⼀から学ぶことになりました。とは⾔え、公共事業にかかる電気通信設
備なので、道路や河川等に関係する CCTV や光ケーブル、照明、気象・⽔⽂観測設備など
⼟⽊技術者にとっても馴染みのある内容が多く、技術的には⽐較的スムーズに⼊っていく
ことができました。 
 しかし会社経営に関しては全くのど素⼈、弊社は役所からの直接受注は無く、いわゆる下
請けとして建設コンサルタントの協⼒会社の⽴場で仕事をしておりましたが、まだ若さ溢
れる当時の私は「売上げを増やし安定化を図るためには、下請けの仕事だけでは無く、役所
からの直接受注を⽬指したい！」と意気込み、⾊々と奔⾛することになります。 

まず取っ掛かりとしては、国交省の建設コンサルタント等業務競争参加資格審査に申請
し、国交省の業務の参加資格を得ること。そして次に、コンサル業務が受注できるよう、会
社を建設コンサルタントとして登録することです。 

コンサル登録に際しては技術⼠を保有する技術者を雇う⽅法もありますが、それほど⾦
銭⾯での余裕が無い零細企業にとっては、経営者が技術⼠を取得するのが最も安上がりな
ため、そこから必死で勉強し、2 回ほど不合格も経験した後、何とか技術⼠となって会社も
建設コンサルタントに登録される運びとなりました。 
 
４ 会社経営の難しさとおもしろさ 

国交省の参加資格業者となり、建設コンサルタント登録も済ませ、古巣の国交省の事務所
に営業回りをすることで、実績は無いものの簡単な資料作成や印刷などの業務の受注機会
に恵まれました。しかし現実は、役所の仕事を受注するためには、当時は事務所等へ出向い
ての⼊札情報の閲覧や⾒積り対応、⼊札、契約、納品、検査などに加え、当然ながら受注に
結びつかない営業的な動きも必要となり、直接受注できた際には下請けでやるよりも実⼊
りが良いものの、会社全体の収⽀で⾒ると利益の向上には繋がらず、経営者もプレイヤーと
して働きながら限られた⼈数で仕事を回す零細企業にとっては、経営的に⾮常にハードル
が⾼いことを学びました。 

そして経営者となってからは、新たに⼊社してくれた技術者たちとの出会いとともに、先
代の頃から働いてくれていた技術者の辞職なども経験し、会社を経営していく上で⼈を雇
っていくことの難しさと⼤切さを知りました。 
 ちなみに、⾒出しには「会社経営の難しさと“おもしろさ”」なんて書きましたが、まだま
だ今のところはほぼ“難しさ”だけかもしれません。 
 
５ 50 代になり⾊々考える 

会社を継いで 15 年以上が経過し、私⾃⾝も 50 代になり、⾝を粉にして働いた 20 代から
がむしゃらに奔⾛した 30 代を振り返り、また近年強く求められるようになった働き⽅改⾰
なども意識することで、最近ではワーク・ライフ・バランス（ワーク・イン・ライフと⾔っ
た⽅が今の世の中には馴染むのでしょうか）を強く意識するようになりました。コロナ禍で



従業員の在宅勤務を⾏った経験などから、働き⽅について⾊々と考える必要があった影響
もあるのかもしれません。 
 経営者として、技術者として、社会資本整備を進める上で発注者や元請け企業のパートナ
ーとして求められる仕事を確実にこなしていくためにも、仕事への向き合い⽅だけで無く、
家族や⾃分の⼈⽣にもこれまで以上に⽬を向けていくべき時期になったのかな なんて考
えるようになった次第です。 

そんなわけで、弊社では残業の少ないゆとりある働き⽅を推進しております。 
皆さまの回りで、残業ばかりで疲れてしまった技術者や⾃由な時間のある働き⽅を求め

る技術者（特に電気通信設備の設計を得意とする技術者）がおられましたら、ご紹介いただ
けると幸いです。 
 
６ おわりに 
 2011 年に⽴命館⼤学技術⼠会に⼊会して以降、これまでは会費の納⼊ぐらいしかしてき
ませんでしたが、今後は幹事として、当技術⼠会の継続・発展のために微⼒ながらもお⼿伝
いを出来ればと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 
 とりとめのない拙⽂を最後までお読みいただき、ありがとうございました。 
 
 
 
 
 



技術⼠として、今できること 
 

市井 ⼤⽣ 
2003 年 理⼯学研究科 環境社会⼯学専攻 

技術⼠ 上下⽔道部⾨    
 (上⽔道及び⼯業⽤⽔道) 

 
１ はじめに 
 令和７年度から技術⼠会幹事をさせていただくことになりました市井と申します。どうぞよ
ろしくお願いします。今回、このような機会を得ましたので、技術⼠を⽬指した動機などを織
り交ぜながら⾃⼰紹介をさせていただきたいと思います。 
 
２ 研究室と就職 

私は平成 15 （2003）年３⽉に⼤学院を修了し、同年４⽉から現在に⾄るまで滋賀県の⼤津市
役所で働いています。 

⼤学時代、研究室は都市開発システム研究室にて村橋正武先⽣の指導を受けておりました。
学部から⼤学院まで村橋先⽣の熱く厳しい指導を受けた３年間は学⽣時代の中でも特に濃い
⽇々だったと思います。村橋先⽣にはメンタル⾯でも相当鍛えていただいたなと感謝していま
す。 
 さて、都市計画を専⾨分野としている都市開発システム研究室で建設省出⾝の村橋先⽣から
経験談を⾊々聞いていたということもあり、私は、就職先として官公庁を⽬指すことになりま
す。縁があって⼤津市役所に⼊庁することになりました。⼊庁時、何となく都市計画部や建設
部に配属されるものだと勝⼿に思いこんでいましたが、蓋を開ければ、⼤津市企業局⽔道施設
課に配属となる辞令を受けました。「企業局って何？そもそも出向って何？」と思ったものです。
⽔道を市役所が運営しているとは当時、私は全く想像していませんでした。冷静に考えれば⽔
道のような公共性の⾼いインフラは、公共セクター以外の運営は考えにくいのですが、当時の
私には到底想像できなかったのです。 
 
３ 技術⼠取得と“⼈と技術の継承推進室”の創設 
 ⼤津市役所に⼊った 2003 年以降、私は 2025 年の現在に⾄るまで 23 年間⽔道⼀筋のキャリ
アを歩んでいます。これまで異動はあったのですが、全て企業局内の⽔道関係課を渡り歩いて
います。 
 技術⼠の取得の動機については、⼤学の研究室時代に村橋先⽣から技術者としての矜持、⼼
構え及び考え⽅の指導を受けていましたし、１回⽣の時から授業等で技術⼠を⽬指すように奨
励されていたように記憶しています。私にとって技術⼠は⽬指すべきものあり、いずれ取るべ
きものでした。とはいえ実務経験が必要な資格でもありますから、⼀次試験は平成 18 （2006）



年に合格したものの⼆次試験の受験へは中々本腰を⼊れることはできませんでした。⼯事担当
部署から計画担当部署に異動となった平成 22 （2010）年あたりから具体的に⼆次試験の受験を
考えたように思います。建設コンサルタントの業界では業務受注のためや⼀⼈前の技術者の証
明でもあり、必須の資格である技術⼠ですが、公務員の職場では、必ずしも技術⼠である必要
ではないことから必須というほど取得を奨励されていません。組織によるとは思いますが、私
の組織では技術系職員には 「すごいな。がんばったね。」と理解されますが、事務系職員には、
「技術⼠？それって何ですか？」となり、このあたりから説明が必要となります。上司が⼀⼈、
技術⼠を取得して以降、なかなか後が続かないという状況であったので、私が取得し、状況を
変えたいとも思っていました。 
 計画担当部署に異動してからは、通常業務と⼆次試験の論⽂試験の勉強との親和性が⾼かっ
たため、通常業務がわりと受験勉強のようになっていました。振り返るとこの状況はありがた
かったなと思います。論⽂試験の勉強は独学に近い状態だったと思います。⼝頭試験は技術⼠
の上司の協⼒を得ながら対策を⾏いました。その結果、平成 25 （2013）年度の技術⼠⼆次試験
に合格することができました。 
 その後も技術⼠の意義は市内部で説明し続けておりましたが、⼤きな転機となったのは、令
和６年度の機構改⾰において、⼈と技術の継承推進室という組織が作られたことです。その名
のとおり、技術継承と⼈材確保の取組みを局内で組織横断的に実施することをその⽬的として
おり、この室の創設後、「⼈材確保の取組みにつながることは何でもやっていこう。」となり、
⽴命館技術⼠会での取組みにも参加しやすくなりました。 
 
４ ⽴命館技術⼠会での取組み 
 ⽴命館技術⼠会には、令和３年度に⼊会しましたが、令和６年度に初めて 「技術⼠懇談会」、
「⽬指せ技術⼠！」の講師として参加させていただきました。河川、上下⽔道、環境アセス等
を紹介できる⽅と公募資料に記載されていたことから申し込んでみようと考えたものです。学
⽣に対して講義を⾏うという私にとって⼈⽣初めての経験でしたが、⾃らの業務体験を交えて
技術⼠のことを紹介できる機会を得たことは⼤変ありがたい経験でした。 

⼤津市では、今後、私⾃⾝も深く関わっている浄⽔場の⼤規模更新事業も始まることから、
こういった事業も紹介することで学⽣さんたちの上下⽔道インフラ、⼟⽊技術及び技術⼠に対
する興味関⼼が⾼まればいいなと考えています。 
 
５ おわりに 
 今⽇まで⽔道事業に⼀筋でそれなりに経験を積んできたこともあり、この頃、切に思うのは、
⽔道技術者として、そして技術⼠として、将来の担い⼿を育成したいということです。 

できることには限りがありますが、⽴命館技術⼠会での取組みや⽇々の業務での後輩たちと
の関わりを通して、将来の担い⼿の確保と育成のため、私に今できること、私にしかできない
ことに取り組んでいきたいと考えています。 



 
編集後記 

 

京の空は澄みわたり、山の端には、淡く紅を帯びた木々が並んで

います。秋はまだ深からず、光はやわらかく、風の音に、次の季

（とき）の気配がまじっています。 

 

『徒然草』に曰く―― 

「花は盛りに、月は隈なきをのみ見るものかは」 

満ちきらぬものの中に、かえって美が息づく。 

その言葉を、年々、身に沁みて思うようになりました。 

おかげさまで、本誌も第九号を重ねることができました。ひとえ

に会員の皆さまのお力添えの賜と心より感謝申し上げます。 

長い歳月の中で、人は少しずつ形を変えながら、それでもなお、

光の方を向って歩いていくのでしょう。 

欠けたる月にも、やさしい明かりは残る―― 

そんなふうに生きてゆけたらと思うこの頃です。 

 

どうか皆さまに、やわらかな光と、穏やかな日々が訪れますよう

に。そして来たる年が、静かな喜びに満ちたものとなりますよう

に。 
 
 

令和七年十一月吉日 編集長 楠本 博 
 




